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副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

宇宙誕生から現在までの、空間的広がり、時間的流れを軸に、生命と地球環境の関連を考えてい

くという、壮大な学問です。また近年、地震や火山、などの自然災害についても感心が高まって

います。手の届かない、また、肉眼では観察できない対象物を様々な手法で、紐解きます。数学

などの確かな基礎力と、豊かな想像力も必要です。 

２ 学習の到達目標 

宇宙誕生から現在までの、空間的広がり、その中での太陽系の位置づけ、地球に生命が誕生した

流れを理解し、さらに４６億年の地球史を理解することで、地球の未来（環境と生命）について 

考察できるようにする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら宇

宙や地球における自

然現象の関係に関心

をもち、意欲的に探究

しようとするととも

に、科学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

宇宙や地球における自

然現象の中に問題を見

いだし、探究する課程

を通して、事象を科学

的に考察し、導き出し

た考えを適切に表現し

ている。 

宇宙や地球における

自然現象に関する観

察、実験などを行い、

基本操作を習得する

とともに、それらの

過程や結果を的確に

記録、整理し、自然

の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。 

宇宙や地球におけ

る自然現象につい

て、基本的な概念や

原理・原則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

宇
宙
に
お
け
る
地
球 

宇宙の構成 ○    a:宇宙の始まり以降、時系列で空間的広

がり（構造）に関心を持ち、意欲的に

探究しようとする。 

b:太陽系（太陽・地球）の未来について、

科学的根拠に基づき、思考する 

c:高価な観測機器を使用せずとも、身近

な自然現象を観察できる。  

d:太陽系の中で、地球のみに生命が誕生

したのはなぜかを、理解する。 

 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

太陽  ○ ○  

太陽系の中の地球  ○ ○ ○ 

     

     

     

２
学
期 

活
動
す
る
地
球 

地球の姿   ○  a:日本の自然災害（地震・火山）ついて

関心をもち、意欲的に探究しようとす

る。 

b:日本列島の形成と自然現象を関連づけ

て思考できるようにする。 

c:地球の大きさの測定を実習で理解し、

身近な地質・岩石を観察する 

d:自然災害の被害を減らすにはどのよう

な対策が必要なのかを、理解する。 

 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

火山活動 ○ ○   

地震 ○ ○ ○ ○ 

     

３
学
期 

移
り
変
わ
る
地
球 

地層や岩石と地質構

造 

○  ○  a:地球の歴史について関心をもち、意欲

的に探究しようとする。 

b:「環境の変遷と生物の進化」に関する

探究活動を行い、事象や結果を考察し、

導き出した考えを表現している。 

c: 身近な地質・岩石を観察する。 

d: 地球の未来や環境問題について、理

解する。 

 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

地球環境と生物界の

変遷 

 ○  ○ 

     

     

     

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


